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基盤・学習機会整備事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 生涯学習課

会計 小事大事

01

目項

10 05 01 02 01

対象

東葛飾及び千葉県社会教育連絡協議会の運営と連携事業の実施、施設の管理運営の統轄事務、
生涯学習審議会、成人式企画運営などや生涯学習の基盤の整備充実を図るための庶務事業。

東葛飾及び千葉県社会教育連絡協議会の運営と連携事業の実施、生涯学習推進基本構想の改定
を平成２２年３月に行い、また、成人式企画運営事業は平成１９年度からアウトソーシング事
業として行っている。

市民が行う生涯学習活動の基盤及び学習機会の整備・充実を
図る。

主管課長 井口　仁志いつでも、どこでも、誰もができる生涯学習の推進

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民全般 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

成人式出席率 71.40 68.52 73.12 ％ ↗↗↗ 参加者数÷該当者数

平成2７年度

3,341,165 3,452,271

0.20

5,818,755

3,341,165 3,452,271 5,818,755

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

4,723,165 4,958,271 7,191,755

成人式への出席率は、平成27年をピー
クにその後低下傾向にあったが、平成
29年はキッコーマン アリーナに会場を
変更し、収容人数が増加したため、参
加者も増加した。

平成2６年度 平成2８年度

1,382,000 1,506,000 1,373,000

0.20 0.20

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ａ　必要性が高まると
考えられる

Ｂ　市が担うととも
に、市民協働を進める
べき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

体育館が会場となり、収容人数が増え
たことにより、受付や誘導が滞らない
ようにする。

④今後の
改善計画

導線の確保や人員配置などを再検討す
る。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した

取組

新体育館（キッコーマン アリーナ）の
オープンにより成人式会場を変更し、
成人式対象者を収容する成人式会場を
確保する。

新会場での開催だったが、大きなトラ
ブルもなく、流山警察署と連携し移動
交番を配置し、厳粛で平穏な式典を開
催できた。


